
赤阪正純 (htt●

“

nupri web fc2 com)

これ まで数列の和は, 次のように

いて表 していました

αl+α2+α3+… … +α″

これだと,ち ょっとイマイチなので次のような記号

を用いてスツキリと表現することにします

Σ αたは,「αたのたの所にた=1か ら =々″
た-1

順番に代入して足せ」という意味です

つまり,Σ 記号は,数夕」の和を簡単に表現する手

段に過ぎません
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を具体的に書き出せ   |
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1〔 例 】 Σ (2た +3)
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考え方 2た +3に た=1か ら力=10ま で,瞑番
に入れて足すだけです

lρ  W↓〒ノ
こ〕

Σ (2々 +3)=5+7+9+11+13+15+17+19+21+23
-々1

珍注 よく「たって何ですか ?」 という質問を受け
ます 結論から言えば「特に意味はない」 つまり
た自体に意味はなく別に他の文字でも構いません
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例えば,Σ (2ι +3)は 2ι +3に ι=1か らι=10
′‐1

まで順番に入れて足すので

10

Σ (2ι +3)=5+7+9+11+13+15+17+19+21+23
′-1

となり,先ほどの例と全く同じ結果が得られます
●注 Σ記号は必ずしもた=1からとは限りま
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せん 例えば,Σ (2た +1)は ,2た +1に た=2か
た‐2

らた=11電製瞑摯:入
2/tて足すことになるの
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‐)

5+7+9+11+13+15+17+19+21+23Σ (2た +1)=5+7+
た-2

これも先ほどの例と全く同じ結果になりました

数列の基礎(その③)～Σ記号 Z)Z"り ]エエわ′ヽ
与 ■゙3だlt“
かしヽくちた気が,ち～
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0 初項 2,公差 4の 等差数列の一般項は ・ '〕
αη=2+(π -1)・ 4=4π -2
4π -2=90よ りπ=23
よって末項 90は第 23項目 したがって,

2+6+10+14+ … +90=Σ (4々 -2)
た-1

きて,以前に紹介した「自然数の和Jも次のよ

にΣ記号で表現されます

1+2+3+ ―十η=Σ た
た-1

12+22+32+… +π2=Σ 々2
-々1

ν

証

13+23+33+ +κ 3=Σ た3
た-1

したがって,次の重要公式が得 られます
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珍注 この公式はいずれもた力` 1か ら″までで
あることに注意しよう

例謄1″ =:ЩЮ+DOЮ→=器5
Σの公式は状況に応じて変化 します 次の式は ,
先ほどの公式のπをそっくりそのまま″-1に 置き

●3={÷ O D42
このような変化は他にもいろいろあるので,そ の

時々に応 じて,自 分で作っていかねばなりません

Σの公式は変容するのです
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Σの公式は別途憶えておこう

Point

Д°=∈堂軍二L°
神嗜
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ηイ固

(ο はたとは無関係の定数 )

lι―:し 7・

次の公式はΣ を使って書いてあるだけで,単な

る初項″1, 公比″, 項数πの等比数列の和の公式

です

の注 Σ 2た とΣ た2と を混同しないように注意
た-1    ん-1

しよう まったく別モノです
等比数列の和は初項と公比, 項数で決まります

等比数列の和をΣ記号で書くと,確かにスッキリ

して美しいですが,初項や公比,項数はパッと見て

わかりません Σ 記号で書いたところで結局,書
き出して初項と公比,項数を調べることになり,か

えつて不便です

考え方 等比数列の和の公式は言葉で憶えよう
①
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=♂ +♂ +♂ Ⅲ …Ⅲ y=写

(2)Д 3た‐ (初項ヂ,公比3,ズ謎蹟り
=♂十」十メ十一押=半ギ

Point

等 τあぼえ3ごと

Σ″た=71+″2+″3+
/1(1-γ η)

等比数列の和が Σ 記号で書かれているとき

は,具体的に書き出して,初項と公比,項数を

チェックせねばならない

よく間違ってしまう例が次の場合です
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考え方 Σ言1算はバラせます なぜなら,足し算
は順番を変えても構わないからです 縦書きで考え
ると明らかですね
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珍注 ぃきなり展開せずに,因数分解に持ち込むこ
とがポイント

このようにΣは,和 ,差,実数倍についてはバ

ラせますが,積に関してはバラすことはできませ

ん よって,次のような場合は,展開してから計算
します

Σ (3々 -1)2=Σ (9た2_6た +1)
た-1           た-1

η         71       π
=9Σ た2_6Σ た十 Σ l=(以 ド略)
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鰹 ,公比 3,項数η二 1)

=ノ +♂ +♂+… y=写

公比 3,項数 π+1


